
新型コロナワクチンに係る市町村説明会

令和３年１０月１日（金）１４：００～１６：００

WEB開催（Zoom）
埼玉県
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１ 録画と配信
本日の説明会については、録画を行い、後日Youtubeにて限定動画配信を行い
ますので、ビデオをオンにしている方は、ご承知おきください。

２ 質問
本日参加者はミュート設定とさせていただいております。

最後に質疑応答の時間を設けてりますので、御質問のある方は随時チャット機
能から、全員宛てに質問の入力をお願いいたします。
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〇 議事

１ 追加接種（第3回目接種）について

２ 健康被害救済制度について

３ 若者への広報について

４ その他

〇 質疑応答
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１ 追加接種（第３回目接種）について
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追加接種の全体像（対象者・回数）

２回目接種を終了した者のうち、概ね８か月以上経過した者を対象に、１回追加接種

※対象者の範囲については、科学的知見や諸外国の対応状況を踏まえて今後示される

R3 R4

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

●
2回目
接種

●

●

●

●

●

追加接種可能

⇒ 対象者をVRSから抽出して接種券を発行、追加接種を実施
（「医療従事者等」や「高齢者」といった、これまでの優先接種区分は無い）

８か月以上
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追加接種の全体像（追加接種の接種体制）

① 住民接種の接種体制を継続（住民接種）
現在市町村が実施している住民接種の接種体制を維持し、医療従事者も含め
現行の接種体制で追加接種を実施

⇒ 医療従事者への接種について、特別な体制は設けない
自院で接種を受けない医療従事者は、居住市町村で接種を受ける

② 医療機関における職員等への個別接種（自院接種）
希望する医療機関は、自院の職員（当該医療機関の所在市町村外に居住する
者も含む）に個別接種ができる

⇒ 医療機関が必要とするワクチンは、住民以外の分も含め医療機関所在
市町村が必要量を把握して供給
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追加接種の全体像（対象者数の把握）

VRSの接種実績から対象者数を把握

10月末までに、VRSへの接種実績入力を完結
特に、未入力の多い医療従事者の実績を入力

各医療機関における自院接種者数を把握

自院接種の意向と自院接種数について
各市町村の医療機関に調査

追加接種に必要なワクチン数の算出や分配のため、各市町村において、
住民接種と自院接種のそれぞれの対象者を把握する必要がある。

①「住民接種」
（従来の住民接種体制をベースに実施）

②「自院接種」
（医療機関における職員等への個別接種）

※自院で接種を受けない医療従事者を含む

VRSに接種実績が入力されていないと、
対象者数が把握できず、追加接種が始められない

各医療機関における自院接種の意向や
自院接種数を新たに把握する必要がある

市町村における準備１ 市町村における準備２



* 医療施設や高齢者施設等において「予診票付き接種券」で接種を受け、VRSに「先行接種対象者」として登録されている件数をカウント

V-SYS・・・① VRS・・・② 登録率（②÷①）

１回目 ２４３，５３０回 １４６，３３５回 ６０．１％

２回目 ２２８，６０９回 １２２，４６１回 ５３．６％

１．V-SYSとVRS*におけるファイザー社ワクチン接種実績登録比較（９月２６日実績まで）

２．VRSへのファイザー社ワクチン登録件数別市町村数（１回目接種）

登録なし（１４団体）
22%

1～100件（８団体）
13%

101～1,000件
（１２団体）19%

1,001～5,000件
（２３団体）
36%

5,001件～
（６団体）
10%

VRSへの早期登録
が必要不可欠

医療従事者等は、登録件数が

1,000件以下の自治体は約５割
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5月31日付けの国事務連絡で、
医療従事者等は確実にV-SYS
に接種実績を登録することが求め
られていた。
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全医療機関に対する自院接種数の調査

■ 医療機関名 ■ 所在地
■ 自院の職員のうち、自院で接種する人数（2回目接種の時期ごと）調査項目

結果イメージ ２回目接種時期 R3.3 R3.4 R3.5 R3.6 R3.7 R3.8

３回目接種時期 R3.12 R3.12 R4.1 R4.2 R4.3 R4.4

○○病院 100人 150人 200人 150人 50人 10人

▲▲診療所 0人 3人 5人 2人 0人 0人
・・・

・・
・

・・・
・
・・

・
・・

・・
・

・・
・【例】A市の○○病院で必要なワクチン数

R3.12月接種分 250
R4.1月接種分 200
R4.2月接種分 150
R4.3月接種分 50
R4.4月接種分 10

計 660

医療機関ごとの月別自院接種数を把握し、
ワクチン分配に反映。

各市町村での自院接種分のワクチン確保・分配に必要な情報を得るため、
管内の医療機関あてに、各市町村が調査を実施する必要がある。

（例）A市分の調査結果



市町村において対応していただくべきこと

① 区域内の医療機関に対し、自院での接種者数を照会 【10月初旬～中旬まで】
管内の医療機関の月別自院接種数等について調査
ワクチンの分配に反映

② VRSへ接種実績を入力 【10月末まで】
VRSへの接種実績入力を完結
特に、未入力の多い医療従事者の実績を入力

③ 接種券を発行 【11月中旬～】
VRSの接種実績から、追加接種の対象者に適時接種券を発行

④ 医師会と調整し、区域内の医療機関へワクチンを分配 【11/4割当て期限】
医師会と調整のうえ、2回目の接種実績等を踏まえて医療機関へワクチン分配
自院接種分のワクチンは、調査機関の回答を踏まえ分配
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追加接種用ワクチン配送までのスケジュールの目安（希望量登録・割り当て関係）
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10月初旬～ 県の依頼に基づき、市町村が区域内の医療機関へ
自院接種人数を照会

10月中旬 医療機関から市町村への回答の締め切り
～10月末まで 市町村がVRS入力完了
10/31（日） 医療機関がV-SYSに納入希望（量）を登録する期限
11/ 1（月） 国から示された県へのワクチン分配量をもとに、

県が各市町村にワクチンを割り当て
11/ 4（木） 市町村が区域内の各医療機関にワクチンを割り当て
11月中旬～ 市町村が接種券を発行
11/15週、22週 医療機関等へワクチンを配送

〇現時点で国から示された、追加接種用ワクチン配送までのスケジュールの目安は以下のとおり



２ 健康被害救済制度について
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県への「専門医師」の推薦依頼について（健康被害救済制度関係）

○ 住民から制度利用の申請がされ、調査のための委員会開催に伴い、県に専門医
師の推薦を依頼する場合、以下の流れとなる。

○ その場合、「依頼文」だけでなく「発生の経緯・概要」の作成（様式自由）が必要。

①の市町村の御依頼から、④の県の推薦まで、
概ね１～２か月程度の期間を要しています

市
町
村

埼
玉
県

専
門
医
師

手続きのフロー
① 依頼文の提出
発生の経緯・概要の提出

④ 推薦医師の回答

② 専門医師就任の依頼

③ 回答
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進達前の事前確認の徹底のお願いについて（健康被害救済制度関係）

○ 申請に必要な書類が整い次第、県（新型コロナウイルスワクチンチーム宛）に進達する。
○ 書類に不備がある場合、確認や修正等に時間を要し、通常より審査に時間がかかる。
○ 進達前に必ず、下記の点の確認を徹底してください。（下記は特に不備の多い点です）

進達前の確認事項

● 市町村⾧から厚生労働大臣宛の進達文書が作成、提出されていない

● 「様式5-1-1」に終診日や診断名が記入されていない

● 医療費の請求に、給付対象とならない保険適用外の費用を含んでしまっている

● アナフィラキシー等の即時型アレルギーに該当しない疾病にも様式5-1-1を使用している

これらは、不備として修正を要し、処理時間の余計な増加につながります。
県への進達前に、各市町村のご担当者様におかれては、事前確認を徹底してください。
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３ 若者への広報について
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・連作の短編動画を配信
・若者のリアルな思いや
意見を会話劇にして発信

【骨組みとなるコンテンツ】
○コロナにかかると大変
○自己責任じゃすまない
○後遺症の怖さ
○ワクチンの有効性
○副反応の実態

特設サイトの主なコンテンツ

SNS広報 特設サイト

ECMOの使用動画や、現場の医師への
インタビュー、若者と著名人との座談会な
ど、正しくリアルに訴えかける動画を掲載

インストリーム広告※による
若者の誘導

○テキストコンテンツ
○図表やグラフなどのデータ集
○Q＆A
○現場インタビューや対談動画

Twitter ※予定
Facebook

インストリーム広告動画

ワクチン接種 若者へのＰＲ
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市町村へのＰＲ御協力のお願い
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４ その他
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9月28日付国事務連絡で、10月11日以降の配分については、貴重なワクチンを無駄にしない観点から、都道府県において、
市町村間のワクチンの調整を行う仕組みを構築することが前提とし、以下のとおりとすることが示された。

県では、9月24日付保政第933号のとおり、市町村間におけるワクチンの過不足調整を行うこととしているので、
ワクチンの不足がある場合は、当該調査により県に相談いただきたい。

【今後の配分方針】
１．モデルナ社ワクチン及びファイザー社ワクチンの供給が対象人口の９割未満である都道府県において、更なるワクチンの

供給が必要な場合には、速やかに毎週の配送量を増やす余地のあるモデルナ社ワクチンの活用を検討すること。

２．ファイザー社ワクチンについては、１の取組によっても更にワクチンが必要となる場合には、個別に相談を受付。

県では、ファイザー社及びモデルナ社ワクチンの供給*が９割を超えているため、上記１は対象外となっている。
* 自衛隊分及び大規模接種分については、10月3日までの配分実績と10月4日週の計画量。職域接種分については、9月26日までの配分実績を基に算出。
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10月
3000

入 出 合計 瓶 人数 予約枠 瓶 人数 予約枠
1日 金 -132 2868 20 120 150 2 12 12
2日 土 -300 2568 50 300 300
3日 日 0 2568
4日 月 0 2568
5日 火 0 2568
6日 水 0 2568
7日 木 0 2568
8日 金 0 2568
9日 土 0 2568
10日 日 0 2568
11日 月 0 2568
12日 火 0 2568
13日 水 0 2568

市内在庫数 集団接種A
前月残

個別医療機関A

★10月●日に在庫がゼロになります。
★10月▲日には、各病院に翌週分の配送をしたいです。
★また10月◆日の集団接種分のワクチンが最初に不足します。

【県が余剰ワクチン再分配を行う対象となる市町村】
当面の間、次の（ア）及び（イ）を満たす市町村に限定することとし、状況をみながら条件の緩和等を検討する。
（ア） 第15-2クールまでに分配済みのワクチンに相当する予約枠を開放しており、かつ、予約枠が概ね埋まっていること
（イ） 上記（ア）の状況と再分配を希望するワクチン数等がわかる客観的な資料を県に提出できること

ワクチンの在庫を正確に把握
できているか。

接種会場ごとにワクチンの
出入りを管理できているか。
※これまでの配分数や実
績・廃棄、予約枠の数・予
約済みの数等

具体的にいつまでに何回分の
ワクチンが必要なのか明記して
ください。

資料のポイント

※あくまで資料のイメージとなります。様式は問いません。
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今後週に1回を目安に、県接種会場での接種実績・予約件数、モデルナ社ワクチンのVRSの登録状況を加味した
各市町村別のワクチン確保率をお送りしますので、今後の接種計画の参考としてください。
※対外的に公表していないため、取扱注意でお願いします。

市町村
A:12歳以上人口 B:接種回数

【A×2】

C:15-2クールまで
に分配したファイ
ザーワクチンでの
接種可能回数

E:モデルナワクチ
ン1回目接種回数×
２（9/27まで）

F:県4会場（ファ
イザー、モデル
ナ）による1回目
接種予約件数×2
（9/28～10/3）

G:県3会場（ファ
イザー）による1
回目接種件数×２
（8/16～9/5）

確保率
【（C+D+E+F+G

）/B】

さいたま市 1,177,399 2,354,798 1,646,775 345,278 1,088 16,200 85.3%

川越市 318,808 637,616 459,420 66,884 992 10,516 84.3%

熊谷市 179,314 358,628 256,620 24,100 558 10,170 81.3%

川口市 546,461 1,092,922 811,200 108,646 1,276 6,536 84.9%

行田市 74,297 148,594 115,440 7,538 14 1,648 83.9%

秩父市 79,690 159,380 122,070 5,664 26 568 80.5%

所沢市 312,380 624,760 458,250 62,114 74 3,980 83.9%

飯能市 72,849 145,698 109,785 11,010 30 1,480 83.9%

加須市 103,124 206,248 164,190 9,070 26 684 84.3%

本庄市 71,074 142,148 107,640 6,896 432 1,440 81.9%

東松山市 81,842 163,684 126,535 9,790 450 2,282 85.0%

春日部市 214,429 428,858 318,240 32,846 70 7,460 83.6%

市町村別ワクチン（ファイザー社及びモデルナ社）確保率 ※R03.09.27実績まで

21



質疑応答
※チャット機能から質問を入力してください
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